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(57)【要約】
【課題】上／下に同時に光を放出する照明モジュールを
提供すること、又は、上に放出する光の量と、下に放出
する光の量を調節することができる照明モジュールを提
供すること。
【解決手段】
本発明は、照明モジュールに関する。本発明の一態様に
よる照明モジュールは、互いに対応するように配置され
た第１及び第２光源部と、前記第１光源部が配置された
第１ケースと、前記第２光源部が配置された第２ケース
と、一方の側面が前記第１ケースに連結され、他方の側
面が前記第２ケースに連結され、前記第１及び第２光源
部からの光が入射される光学板とを備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対応するように配置された第１及び第２光源部と、
　前記第１光源部が配置された第１ケースと、
　前記第２光源部が配置された第２ケースと、
　一方の側面が前記第１ケースに連結され、他方の側面が前記第２ケースに連結され、前
記第１及び第２光源部からの光が入射される光学板と
を備える照明モジュール。
【請求項２】
　前記光学板は、第１光学板と第２光学板とを備え、
　前記第１光学板と前記第２光学板とは、互いに対応するように配置されている、請求項
１に記載の照明モジュール。
【請求項３】
　前記第１光源部と前記第２光源部との間に配置された導光板をさらに備え、
前記第１光学板は前記導光板の下面に配置され、前記第２光学板は前記導光板の上面に配
置されている、請求項２に記載の照明モジュール。
【請求項４】
　前記第１及び第２光学板は、前記導光板に印刷されている、請求項３に記載の照明モジ
ュール。
【請求項５】
　前記導光板は所定のパターンを有する、請求項３又は４に記載の照明モジュール。
【請求項６】
　前記所定のパターンは、前記導光板の内部に配置されるか、前記導光板の上面又は下面
のいずれか一面にさらに近く配置されている、請求項５に記載の照明モジュール。
【請求項７】
　前記導光板の内部に配置された前記所定のパターンは、円、楕円及びスロット形状のう
ちの少なくとも１つである、請求項６に記載の照明モジュール。
【請求項８】
　前記導光板の上面又は下面のいずれか一面に配置された前記所定のパターンは、半円、
半楕円及び半スロット形状のうち少なくとも１つである、請求項６に記載の照明モジュー
ル。
【請求項９】
　前記パターンの密度は、前記導光板の両側面から前記導光板の中心に行くにつれて大き
くなる、請求項５乃至８のいずれかに記載の照明モジュール。
【請求項１０】
　前記導光板と前記第１光源部との間に配置されて、前記第１光源部からの光の波長と異
なる波長を有する光を放出する光励起フィルムをさらに備える、請求項３乃至９のいずれ
かに記載の照明モジュール。
【請求項１１】
　前記導光板の上面と下面のうち少なくとも一面に配置された拡散板をさらに備える、請
求項３乃至１０のいずれかに記載の照明モジュール。
【請求項１２】
　前記第１及び第２光源部は、基板と前記基板に配置された発光素子を有し、
　前記第１光源部の発光素子と前記第２光源部の発光素子とは、互いに対応するように配
置されている、請求項２乃至１１のいずれかに記載の照明モジュール。
【請求項１３】
　前記第１ケースは、前記第１光源部の基板が配置されるベース部と、前記第１光源部の
基板の両側面を支持する延長部とを有する、請求項１２に記載の照明モジュール。
【請求項１４】
　前記第１ケースは、下部ケースと上部ケースとを有し、
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　前記下部ケースは、前記第１光源部が配置される第１ベース部と、前記第１ベース部の
一端から延長された第１延長部とを有し、
　前記上部ケースは、前記第１ベース部が配置される第２ベース部と、前記第２ベース部
の一端から延長された第２延長部とを有し、
　前記第１延長部と前記第２延長部は、前記第１光源部の基板の両側をそれぞれ支持する
、請求項１２に記載の照明モジュール。
【請求項１５】
　前記下部ケースの第１延長部の延長長さは、前記上部ケースの第２延長部の延長長さと
互いに異なる、請求項１４に記載の照明モジュール。
【請求項１６】
　前記第１光学板と前記第２光学板のうち少なくとも１つはホールを有する、請求項２乃
至１５のいずれかに記載の照明モジュール。
【請求項１７】
　前記第１光学板のホールの形状と、前記第２光学板のホールの形状とは互いに異なる、
請求項１６に記載の照明モジュール。
【請求項１８】
　前記第１光学板及び前記第２光学板は複数のホールを有し、
　前記第１光学板のホールの密度と、前記第２光学板のホールの密度とは互いに異なる、
請求項１６又は１７に記載の照明モジュール。
【請求項１９】
　前記第１光学板は、前記ホールを複数有し、
　前記複数のホールは、前記第１光学板の中心部と外郭部のうち少なくともいずれか１ヶ
所に配置されている、請求項１６に記載の照明モジュール。
【請求項２０】
　前記第１光学板は、前記複数のホールよりも小さい複数の補助ホールを有し、
　前記複数のホールは前記第１光学板の中心部に配置され、前記複数の補助ホールは、前
記第１光学板の外郭部に配置されている、請求項１９に記載の照明モジュール。
【請求項２１】
　前記第１光学板と前記第２光学板とは、反射率又は透過率が互いに異なる、請求項２乃
至２０のいずれかに記載の照明モジュール。
【請求項２２】
　前記第１光学板と前記第２光学板のうち少なくとも１つは、前記第１及び第２光源部か
らの光の波長と異なる波長を有する光を放出する、請求項２乃至２１のいずれかに記載の
照明モジュール。
【請求項２３】
　前記第１光学板と前記第２光学板のうち少なくとも１つは、前記第１及び第２光源部か
らの光を拡散させるための拡散物質を有する、請求項２乃至２２のいずれかに記載の照明
モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、室内又は室外の照明灯として電球や蛍光燈が数多く使用されているが、このよ
うな電球や蛍光灯は寿命が短く、頻繁に交換しなければならない問題がある。また、従来
の蛍光灯は、その使用時間の経過に伴う劣化により、照度が徐々に落ちる現象が過度に発
生する問題がある。
【０００３】
　このような問題を解決するために、優れた制御性、迅速な応答速度、高い電気光変換効
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率、長い寿命、少ない消費電力及び高輝度の特性並びに感性照明を具現することができる
発光ダイオード（ＬＥＤ；Ｌｉｇｈｔ
Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ）を用いた様々な形態の照明モジュールが開発されている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の一態様は、上／下に同時に光を放出する照明モジュールを提供する。
【０００５】
　また、本発明の一態様は、上に放出する光の量と、下に放出する光の量を調節すること
ができる照明モジュールを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様による照明モジュールは、互いに対応するように配置された第１及び第
２光源部と、前記第１光源部が配置された第１ケースと、前記第２光源部が配置された第
２ケースと、一側が前記第１ケースに連結され、他の一側が前記第２ケースに連結され、
前記第１及び第２光源部からの光が入射される光学板とを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の一態様による照明モジュールを用いると、上／下に同時に光を放出することが
できる。
【０００８】
　また、上に放出する光の量と、下に放出する光の量とを調節することができる利点があ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一態様による照明モジュールの斜視図である。
【図２】図１に示された照明モジュールの分解斜視図である。
【図３】図１に示された照明モジュールのＡ－Ａ'における断面図である。
【図４】図２に示された第１ケースと導光板との結合を説明するための分解斜視図である
。
【図５】図３に示された照明モジュールにおける他の一態様の断面図である。
【図６】図５に示された光学板を下から見た図面である。
【図７】図３に示された照明モジュールの配光分布を説明するための図面である。
【図８】図６に示された光学板の変形例である。
【図９】図６に示された光学板の変形例である。
【図１０】図６に示された光学板の変形例である。
【図１１】図３に示された照明モジュールの他の一態様の断面図である。
【図１２】図３に示された照明モジュールのまた他の一態様の断面図である。
【図１３】一態様による照明モジュールの斜視図である。
【図１４】図１３に示された照明モジュールの分解斜視図である。
【図１５】図１３に示された照明モジュールのＢ－Ｂ'における断面図である。
【図１６】図１５に示された照明モジュールにおける他の一態様の断面図である。
【図１７】図１６に示された第２光学板を上から見た正面図である。
【図１８】図１６に示された第１光学板を下から見た正面図である。
【図１９】図１５に示された照明モジュールの配光分布を示す図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図面において各層の厚さや大きさは、説明の便宜及び明確性のために誇張又は省略或い
は概略的に示された。また、各構成要素の大きさは、実際の大きさを全面的に反映するも
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のではない。
【００１１】
　本発明の一態様の説明において、ある一つの構成要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）が他の構成要
素（ｅｌｅｍｅｎｔ）の　「上又は下（ｏｎ ｏｒ ｕｎｄｅｒ）」に形成されるものと記
載された場合において、上又は下（ｏｎ
ｏｒ ｕｎｄｅｒ）は、２つの構成要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）が互いに直接（ｄｉｒｅｃｔ
ｌｙ）接触している場合、及び、１つ以上の他の構成要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）が前記２つ
の構成要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）の間に配置されて（ｉｎｄｉｒｅｃｔｌｙ）形成されてい
場合のいずれも含む。さらに「上又は下（ｏｎ
ｏｒ ｕｎｄｅｒ）」と表現された場合、１つの構成要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）を基準とし
て上側方向だけではなく下側方向の意味も含む。
【００１２】
　以下、添付された図面を参照して、本発明の一態様による照明モジュールについて説明
する。
【００１３】
　図１は、本発明の一態様による照明モジュールの斜視図であり、図２は、図１に示され
ている照明モジュールの分解斜視図であり、図３は、図１に示されている照明モジュール
のＡ－Ａ'における断面図である。
【００１４】
　図１乃至図３を参照すると、照明モジュール１００は、導光板１１０、光学板１２０、
第１光源部１３０ａ、第２光源部１３０ｂ、第１ケース１５０Ａ、第２ケース１５０Ｂを
含む。
【００１５】
　第１ケース１５０Ａは第１光源部１３０ａを収容し、導光板１１０の一側部をカバーし
、第２ケース１５０Ｂは第２光源部１３０ｂを収容し、導光板１１０の他の一側部をカバ
ーする。第２ケース１５０Ｂは、第１ケース１５０Ａと同一であるため、第２ケース１５
０Ｂの説明は第１ケース１５０Ａの説明により代替する。
【００１６】
　第１ケース１５０Ａは、下部ケース１５０ａ'と上部ケース１５０ａ''とを備える。下
部ケース１５０ａ'と上部ケース１５０ａ''とは、複数のスクリューＳを介して互いに結
合される。
【００１７】
　下部ケース１５０ａ'は、ベース部１５１ａ'と延長部１５２ａ'とを有する。ベース部
１５１ａ'の内面上には、第１光源部１３０ａが配置される。延長部１５２ａ'は、ベース
部１５１ａ'の内面の一端において内面の垂直方向に延びる。
【００１８】
　上部ケース１５０ａ''は、ベース部１５１ａ''と延長部１５２ａ''とを有する。ベース
部１５１ａ''の内面には、下部ケース１５０ａ'のベース部１５１ａ'が配置される。延長
部１５２ａ''は、ベース部１５１ａ''の内面の一端から内面の垂直方向に延びる。
【００１９】
　ここで、上部ケース１５０ａ''の延長部１５２ａ''と下部ケース１５０ａ'の延長部１
５２ａ'の延長長さは互いに異なっていてもよい。例えば、下部ケース１５０ａ'の延長部
１５２ａ'の延長長さが、上部ケース１５０ａ''の延長部１５２ａ''の延長長さより長く
てもよい。
【００２０】
　下部ケース１５０ａ'のベース部１５１ａ'は溝ｇ１を有し、上部ケース１５０ａ''のベ
ース部１５１ａ''はホールｈ１を有していてもよい。ホールｈ１と溝ｇ１は、互いに対応
する位置に配置される。下部ケース１５０ａ'と上部ケース１５０ａ''との結合の際に、
スクリューＳはホールｈ１を貫通して溝ｇ１に挿入されるため、下部ケース１５０ａ'の
ベース部１５１ａ'と上部ケース１５０ａ''のベース部１５１ａ''とは密着して結合する



(6) JP 2012-248532 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

ことができる。下部ケース１５０ａ'のベース部１５１ａ'が、ホールではなく溝ｇ１を有
する理由は、スクリューＳによる第１光源部１３０ａの損傷又は破損を防ぎ、スクリュー
Ｓと第１光源部１３０ａとの電気的な接触を防ぐためである。
【００２１】
　下部ケース１５０ａ'のベース部１５１ａ'は第２開口部Ｇ２を有し、上部ケース１５０
ａ''のベース部１５１ａ''は第１開口部Ｇ１を有する。下部ケース１５０ａ'の第２開口
部Ｇ２と上部ケース１５０ａ''の第１開口部Ｇ１とは互いに対応する位置にそれぞれ配置
されるが、具体的に第１光源部１３０ａの一側に配置される。下部ケース１５０ａ'の第
２開口部Ｇ２と上部ケース１５０ａ''の第１開口部Ｇ１には、駆動ドライバ１９０が配置
される。駆動ドライバ１９０は、第１光源部１３０ａと電気的に連結されて第１光源部１
３０ａに外部から受けた電源を供給したり、第１光源部１３０ａのオン／オフを制御する
。
【００２２】
　図面には示されていないが、下部ケース１５０ａ'の延長部１５２ａ'は、第１光源部１
３０ａの基板１３１ａの一側部が挿入される溝を有していてもよく、上部ケース１５０ａ
''の延長部１５２ａ''は、第１光源部１３０ａの基板１３１ａの他の一側部が挿入される
溝を有していてもよい。したがって、第１光源部１３０ａは、第１ケース１５０Ａに安定
的に結合される。
【００２３】
　下部ケース１５０ａ'の延長部１５２ａ'は、収容溝ｒを有していてもよい。図４を参照
して説明する。
【００２４】
　図４は、図２に示されている第１ケースと導光板との結合を説明するための分解斜視図
である。
【００２５】
　図４を参照すると、収容溝ｒには導光板１１０の一面に形成された突起部１１３が挿入
される。収容溝ｒと突起部１１３との結合により、下部ケース１５０ａ'の延長部１５２
ａ'と導光板１１０との間の結合力が強化され、導光板１１０の動きや離脱が防止される
。ここで、突起部１１３は、導光板１１０の他の一面に配置されてもよく、収容溝ｒは上
部ケース１５０ａ''の延長部１５２ａ''に配置されてもよい。また、導光板１１０の両面
に突起部１１３が配置されてもよく、下部ケース１５０ａ'と上部ケース１５０ａ''の収
容溝ｒが配置されてもよい。
【００２６】
　再び、図１乃至図３を参照すると、下部ケース１５０ａ'のベース部１５１ａ'と延長部
１５２ａ'とはそれぞれ独立して構成され、両者が結合して下部ケース１５０ａ'を構成す
ることができる。上部ケース１５０ａ''のベース部１５１ａ''と延長部１５２ａ''もそれ
ぞれ独立して構成され、両者が結合して上部ケース１５０ａ''を構成することができる。
【００２７】
　下部ケース１５０ａ'の延長部１５２ａ'と上部ケース１５０ａ''の延長部１５２ａ''は
、第１光源部１３０ａが上部ケース１５０ａ''のベース部１５１ａ''の内面上に配置され
る際に、第１光源部１３０ａの基板１３１ａの両側部をそれぞれ支持する。
【００２８】
　上部ケース１５０ａ''は、収容部Ｒを有していてもよい。収容部Ｒは、第１光源部１３
０ａの一側部と下部ケース１５０ａ'のベース部１５１ａ'の一側部を収容する。
【００２９】
　第１光源部１３０ａは、第１ケース１５０Ａに収容される。第１光源部１３０ａは、第
１ケース１５０Ａの下部ケース１５０ａ'のベース部１５１ａ'の内面上に配置される。
【００３０】
　第１光源部１３０ａは、基板１３１ａと発光素子１３２ａとを有する。
【００３１】
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　基板１３１ａの一面上には、複数の発光素子１３２ａが配置される。ここで、複数の発
光素子１３２ａは、基板１３１ａ上に一列又は複数列に配置される。
【００３２】
　基板１３１ａの他の一面は、第１ケース１５０Ａの下部ケース１５０ａ'のベース部１
５１ａ'の内面に配置される。
【００３３】
　基板１３１ａの一側部は、第１ケース１５０Ａの下部ケース１５０ａ'における延長部
１５２ａ'によって支持され、他の一側部は、第１ケース１５０Ａの上部ケース１５０ａ'
'の延長部１５２ａ''によって支持される。ここで、基板１３１ａの他の一側部は、第１
ケース１５０Ａの上部ケース１５０ａ''の収容部Ｒに配置される。
【００３４】
　基板１３１ａは、例えば印刷回路基板（ＰＣＢ：Ｐｒｉｎｔｅｄ Ｃｉｒｃｕｉｔ Ｂｏ
ａｒｄ）、メタルコア印刷回路基板（ＭＣＰＣＢ：Ｍｅｔａｌ Ｃｏｒｅ
ＰＣＢ）、フレキシブル印刷回路基板（ＦＰＣＢ：Ｆｌｅｘｉｂｌｅ ＰＣＢ）及びセラ
ミック基板であってもよい。
【００３５】
　複数の発光素子１３２ａは同じ色の光を放出することができ、互いに異なる色の光を放
出することができる。複数の発光素子１３２ａが互いに異なる色の光を放出する場合、一
態様による照明モジュールにおいて多様な色の光が放出され得るため、一態様による照明
モジュールは感性照明として用いられる。
【００３６】
　発光素子１３２ａは青色発光素子であってもよいが、可能であれば演色指数（Ｃｏｌｏ
ｒ Ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ Ｉｎｄｅｘ：ＣＲＩ）が高い白色発光素子であってもよい。白色
発光素子は、青色発光チップの上部に蛍光体を含む合成樹脂がモールディングされて白色
光を発光する。
【００３７】
　ここで、蛍光体はガーネット（Ｇａｒｎｅｔ）系（ＹＡＧ、ＴＡＧ）、シリケート（Ｓ
ｉｌｉｃａｔｅ）系、ナイトライド（Ｎｉｔｒｉｄｅ）系及びオキシナイトライド（Ｏｘ
ｙｎｉｔｒｉｄｅ）系のうち少なくともいずれか一つ以上を含む。合成樹脂に黄色系列の
蛍光体のみが含まれるようにして自然光（白色光）を具現することができるが、演色指数
の向上と色温度の低減のために、緑色系列の蛍光体や赤色系列の蛍光体をさらに含んでい
てもよい。また、合成樹脂に様々な種類の蛍光体が混合した場合、蛍光体の色相による添
加比率は、赤色系列の蛍光体よりは緑色系列の蛍光体を、緑色系列の蛍光体よりは黄色系
列の蛍光体をさらに多く用いることができる。黄色系列の蛍光体としては、ガーネット系
のＹＡＧ、シリケート系、オキシナイトライド系を用い、緑色系列の蛍光体としてはシリ
ケート系、オキシナイトライド系を用い、赤色系列の蛍光体はナイトライド系を用いるこ
とができる。合成樹脂に様々な種類の蛍光体が混合したこと以外にも、赤色系列の蛍光体
を有する層、緑色系列の蛍光体を有する層、及び黄色系列の蛍光体を有する層がそれぞれ
別々に分けられて構成される。
【００３８】
　第２光源部１３０ｂは、基板１３１ｂと発光素子１３２ｂとを有する。第２光源部１３
０ｂの基板１３１ｂと発光素子１３２ｂの配置形態は、第１光源部１３０ａの基板１３１
ａと発光素子１３２ａの配置形態と同一であるため、具体的な説明は省略する。
【００３９】
　第１光源部１３０ａと第２光源部１３０ｂは、導光板１１０を挟んで互いに向かい合う
ように配置される。第１光源部１３０ａは導光板１１０の一側面上に配置され、第２光源
部１３０ｂは導光板１１０の他の一側面上に配置される。
【００４０】
　第１光源部１３０ａの発光素子１３２ａと第２光源部１３０ｂの発光素子１３２ｂは、
互いに異なる色温度値を有していてもよい。例えば、第１光源部１３０ａに含まれた複数
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の発光素子１３２ａは、ウォームホワイト発光素子（Ｗａｒｍ
ｗｈｉｔｅ ＬＥＤ）であり、第２光源部１３０ｂに含まれた複数の発光素子１３２ｂは
、クールホワイト発光素子（Ｃｏｏｌ ｗｈｉｔｅ ＬＥＤ）であってもよい。ウォームホ
ワイト発光素子とクールホワイト発光素子は、白色光を発散させる素子である。ウォーム
ホワイト発光素子とクールホワイト発光素子がそれぞれ相関色温度を発散して、混合され
た光の白色光を発散させることができるため、自然太陽光に近いことを示す演色指数（Ｃ
ｏｌｏｒ
Ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ Ｉｎｄｅｘ：ＣＲＩ）が高くなる。したがって、実際の物体の色が
歪曲することを防止することができ、使用者の目の疲れを減少させる。
【００４１】
　導光板１１０は、互いに対応するように配置された第１光源部１３０ａと第２光源部１
３０ｂとの間に配置される。具体的に導光板１１０の一側面は、第１光源部１３０ａと向
かい合うように配置され、導光板１１０の一面と向かい合う他の一側面は、第２光源部１
３０ｂと向かい合うように配置される。
【００４２】
　導光板１１０は両側面を介して光の入射を受け、上面と下面とを介して出射する。この
ように、導光板１１０は光を案内し、光の経路を変更する。
【００４３】
　導光板１１０の一側面が含まれた一側部は、第１ケース１５０Ａに挿入され、他の一側
面が含まれた他の一側部は、第２ケース１５０Ｂに挿入される。導光板１１０の一側部と
他の一側部は、導光板１１０の上面と下面の一部分を含む。
【００４４】
　導光板１１０の上面と下面とにおいて、第１及び第２ケース１５０Ａ、１５０Ｂに挿入
された部分を除いた残りの部分において光が放出される。
【００４５】
　導光板１１０は、例えば、使用温度による熱膨脹現象を参酌してＰＭＭＡ（ｐｏｌｙｍ
ｅｔｈｙｌ ｍｅｔａａｃｒｙｌａｔｅ）のようなアクリル樹脂系列、ＰＥＴ（ｐｏｌｙ
ｅｔｈｙｌｅｎｅ
ｔｅｒｅｐｈｔｈｌａｔｅ）、ＰＣ（ｐｏｌｙ ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ＣＯＣ（ｃｙｃ
ｌｏｏｌｅｆｉｎ ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ）及びＰＥＮ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ ｎａｐ
ｈｔｈａｌａｔｅ）樹脂であってもよい。
【００４６】
　光学板１２０は、導光板１１０の一面上に配置される。ここで、光学板１２０は、導光
板１１０の他の一面上にも配置されてもよい。また、導光板１１０の両面上に配置されて
もよい。
【００４７】
　光学板１２０は、第１及び第２光源部１３０ａ、１３０ｂからの光の一部は反射し、残
りは透過させることができる。したがって、図３に示されている照明モジュールにおいて
、上に放出される光の量と下に放出される光の量が異なるように調節することができる。
もし、図３に示されている照明モジュールにおいて、光学板１２０がなければ第１及び第
２光源部１３０ａ、１３０ｂからの光の略半分は上に、すなわち、導光板１１０の上面に
放出され、残り半分は下に、すなわち、導光板１１０の下面に放出される。ところが、図
３に示されている一態様による照明モジュールは、光学板１２０によって上に放出される
光の量が、下に放出される光の量よりも多く調節することができる。
【００４８】
　光学板１２０は、反射及び透過機能を有する一つの板状を有する。
【００４９】
　光学板１２０は、導光板１１０の一面に接着される。また、光学板１２０は半透過イン
クであって、導光板１１０の一面に印刷される。光学板１２０が半透過インクである場合
を、図５を参照して説明する。



(9) JP 2012-248532 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

【００５０】
　図５は、図３に示されている照明モジュールの他の一態様の断面図である。
【００５１】
　図５に示されている照明モジュールの光学板１２０'は、半透過インクで導光板１１０
の一面に印刷されたものであってもよい。
【００５２】
　光学板１２０'は、複数のホール１２０'－ａを有していてもよい。図６を参照して、具
体的に説明する。
【００５３】
　図６は、図５に示されている光学板を下から見た図である。
【００５４】
　図５及び図６を参照すると、光学板１２０'は複数のホール１２０'－ａを有する。
【００５５】
　複数のホール１２０'－ａは、光学板１２０'の両面を貫通する。複数のホール１２０'
－ａは、光学板１２０'に均一に配置される。例えば、複数のホール１２０'－ａは、所定
の行と列に合わせて配列される。
【００５６】
　図５を参照すると、第１及び第２光源部１３０ａ、１３０ｂからの光のうち、光学板１
２０'に入射される光は導光板１１０の上に、すなわち、導光板１１０の上面方向に反射
され、複数のホール１２０'－ａに入射される光は、複数のホール１２０'－ａを通じて外
部に出射される。このような光学板１２０'を有する照明モジュールは、上と下に放出さ
れる光の量が異なっていてもよい。
【００５７】
　図７は、図３に示されている照明モジュールの配光分布を説明するための図面である。
【００５８】
　図７に示されているように、図３に示されている照明モジュールの上側配光分布と下側
配光分布は異なる。具体的に、上側配光分布、すなわち、導光板１１０の上面上に放出さ
れる光の配光分布は、下側配光分布、すなわち、光学板１２０の下面を介して放出される
光の配光分布よりも広い。ここで、上向き配光分布と下向き配光分布は、一般的なランバ
ーシアン形態を示すことがある。
【００５９】
　図５に示されている照明モジュールも、図７に示されている配光特性と類似の配光特性
を有することを予想することができる。ここで、図５に示されている照明モジュールの上
側配光分布と下側配光分布は、複数のホール１２０'－ａの直径に応じて変化することが
ある。ホール１２０'－ａの直径が広くなるにつれて下側配光分布が広くなり、ホール１
２０'－ａの直径が狭くなるにつれて下側配光分布が狭くなる。
【００６０】
　図６に示されている光学板１２０'は、様々な形態で実施形態を含む。図８乃至図１０
を参照して説明する。
【００６１】
　図８乃至図１０は、図６に示されている光学板の変形例である。
【００６２】
　図８に示されている光学板１２０''は、図６に示された光学板１２０'のように、複数
のホール１２０'－ａを有する。ところが、図８に示されている光学板１２０''は、図６
に示された光学板１２０'とは異なって、複数のホール１２０'－ａが光学板１２０''の中
心部に実質的に配置される。
【００６３】
　図９に示されている光学板１２０'''は、図６に示された光学板１２０'のように、複数
のホール１２０'－ａを有する。ところが、図９に示されている光学板１２０'''は、図６
に示された光学板１２０'とは異なって、複数のホール１２０'－ａが光学板１２０'''の
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外郭部に実質的に配置される。
【００６４】
　図１０に示されている光学板１２０''''は、図６に示された光学板１２０'のように、
複数のホール１２０'－ａだけでなく、前記複数のホール１２０'－ａより小さい直径を有
する複数の補助ホール１２０'－ｂを有する。複数のホール１２０'－ａは、光学板１２０
''''の中心部に実質的に配置され、複数の補助ホール１２０'－ｂは光学シート１２０'''
'の外郭部に実質的に配置される。補助ホール１２０'－ｂの個数がホール１２０'－ａの
個数よりも多くてもよい。また、補助ホール１２０'－ｂの大きさが、ホール１２０'－ａ
の大きさよりも小さくてもよい。
【００６５】
　図８乃至図１０に示されている光学板を有する照明モジュールの配光分布を、図７を参
照して説明する。
【００６６】
　図８に示されている光学板１２０''を有する照明モジュールの上側配光分布は、バット
ウィング（Ｂｅｔ－ｗｉｎｇ）状を有し、下側配光分布はスポット（ｓｐｏｔ）状を有す
る。
【００６７】
　図９に示されている光学板１２０'''を有する照明モジュールの上側配光分布は、ラン
バーシアン（Ｌａｍｂｅｒｔｉａｎ）状を有し、下側配光分布はバットウィング状を有し
ていてもよい。
【００６８】
　図１０に示されている光学板１２０''''を有する照明モジュールの上側配光分布と下側
配光分布は、図７に示されたものと類似の形状の配光分布を有していてもよい。
【００６９】
　このように、光学板の多様な一態様を通じて、当業者は、多様な形態の上側／下側配光
分布を有する照明モジュールを具現することができる。
【００７０】
　再び、図１乃至図３を参照すると、導光板１１０は所定のパターンを有していてもよい
。図１１乃至図１２を参照して具体的に説明する。
【００７１】
　図１１は、図３に示されている照明モジュールの他の一態様の断面図であり、図１２は
図３に示されている照明モジュールのまた別の一態様の断面図である。
【００７２】
　図１１を参照すると、導光板１１０は内部に所定のパターンを有していてもよい。所定
のパターンは、導光板１１０内部でも特に中心部に一列に配置される。
【００７３】
　所定のパターン１１５は、レーザー加工法を用いて導光板１１０内部に形成される。こ
のような所定のパターン１１５は、中空形状を有していてもよい。
【００７４】
　所定のパターン１１５は、第１及び第２光源部１３０ａ、１３０ｂからの光の経路を変
更して、光が導光板１１０の両面にそれぞれ出射されるようにする。
【００７５】
　所定のパターン１１５は、複数であってもよい。
【００７６】
　複数のパターン１１５は同一の形態であって、導光板１１０の内部に一列に配置される
。特に、複数のパターン１１５は、導光板１１０の内部の中心部に一列に配置される。こ
の場合、第１及び第２光源部１３０ａ、１３０ｂからの光は、同一の比率で導光板１１０
の上面と下面に放出される。
【００７７】
　複数のパターン１１５は、導光板１１０の上面と下面のいずれか一面にさらに近く配置
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される。複数のパターン１１５が、上面又は下面に近く配置された場合、導光板１１０の
上面に放出される光と下面に放出される光の量を異なるように調節することができる。
【００７８】
　所定のパターン１１５の断面形状は、円形であってもよい。それだけでなく、所定のパ
ターン１１５は、多様な形状を有していてもよい。例えば、所定のパターン１１５の断面
形状は、楕円形又はスロット形状であってもよい。また、楕円と円を結合した形状であっ
てもよい。すなわち、上部断面は楕円形であり、下部断面は円形であってもよい。このよ
うなパターン１１５は、導光板１１０の上面と下面に入射する光の量が異なるように調節
することができる。
【００７９】
　所定のパターン１１５間の間隔は一定であってもよく、一定でなくてもよい。具体的に
、導光板１１０の両側部から中心部に行くにつれて、パターン１１５の密度が大きくなる
ことがある。すなわち、導光板１１０の中心部に行くにつれて、隣り合うパターン１１５
間の間隔が狭くなることがある。このようなパターン１１５を有する照明モジュールは、
多様な配光分布を具現することができる。
【００８０】
　図１２を参照すると、導光板１１０は、所定のパターン１１５'を有し得るが、所定の
パターン１１５'は導光板１１０の上面と下面のうち少なくともいずれか一面に配置され
る。
【００８１】
　所定のパターン１１５'の断面形状は、半円形であってもよい。それだけでなく、所定
のパターン１１５'は、多様な形状を有していてもよい。例えば、所定のパターン１１５'
の断面形状は、半楕円形又は半スロット形状であってもよい。
【００８２】
　所定のパターン１１５'の間隔は一定であってもよく、一定でなくてもよい。具体的に
、導光板１１０の両側部から中心部に行くにつれてパターン１１５'の密度が大きくなる
ことがある。すなわち、導光板１１０の中心部に行くにつれて、隣り合うパターン１１５
'間の間隔が狭くなることがある。このようなパターン１１５'を有する照明モジュールは
、多様な配光分布を具現することができる。
【００８３】
　再び、図１乃至図３を参照すると、一態様による照明モジュールは、第１及び第２光励
起フィルム１７０ａ、１７０ｂをさらに含んでいてもよい。
【００８４】
　第１光励起フィルム１７０ａは、導光板１１０と第１光源部１３０ａとの間に配置され
、第２光励起フィルム１７０ｂは、導光板１１０と第２光源部１３０ｂとの間に配置され
る。
【００８５】
　第１及び第２光励起フィルム１７０ａ、１７０ｂは、第１光源部１３０ａ及び第２光源
部１３０ｂから出射された光の波長と異なる波長を有する光を放出することができる。
【００８６】
　第１及び第２光励起フィルム１７０ａ、１７０ｂは、透明樹脂と前記透明樹脂の内部に
含有された蛍光物質を含んでいてもよい。第１光励起フィルム１７０ａと第２光励起フィ
ルム１７０ｂの蛍光物質は互いに同一であり得るが、互いに異なっていてもよい。蛍光物
質は、第１及び第２光源部１３０ａ、１３０ｂからの光によって励起されて、第１及び第
２光源部１３０ａ、１３０ｂからの光の波長と異なる波長を有する光を放出することがで
きる。蛍光物質は、黄色系列の蛍光体、赤色系列の蛍光体及び緑色系列の蛍光体のいずれ
か一つ以上であり得る。
【００８７】
　第１及び第２光励起フィルム１７０ａ、１７０ｂの透明樹脂の内部には、硬化剤や添加
剤が含まれていてもよい。硬化剤は透明樹脂を硬化させ、添加剤は蛍光物質を透明樹脂の
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内部で均等に分散させる。また、透明樹脂の内部には拡散物質が含まれていてもよい。拡
散物質は光源の屈折を向上させて、蛍光物質の励起率を高める。
【００８８】
　図面に示されていないが、一態様による照明モジュールは、拡散板をさらに含んでいて
もよい。拡散板は、導光板１１０から出射される光を拡散させる。拡散板を用いると、光
のスポットをなくすことができる。この場合、拡散板は導光板１１０の上面と下面のうち
少なくともいずれか一面又は両面上に配置され、拡散板の両側部は、第１ケース１５０Ａ
と第２ケース１５０Ｂにそれぞれ挿入されていてもよい。
【００８９】
　図１３は、一態様による照明モジュールの斜視図であり、図１４は、図１３に示されて
いる照明モジュールの分解斜視図であり、図１５は、図１３に示されている照明モジュー
ルのＢ－Ｂ'における断面図である。
【００９０】
　図１３乃至図１５に示されている照明モジュールの構成要素のうち、図１乃至図３に示
されている照明モジュールの構成要素と同一の構成要素は、図１乃至図３に示されている
照明モジュールの構成要素の図面番号と同一の図面番号を用いた。
【００９１】
　図１３乃至図１５を参照すると、一態様による照明モジュールは、第１光学板１２１、
第２光学板１２３、第１光源部１３０ａ、第２光源部１３０ｂ、第１ケース１５０Ａ及び
第２ケース１５０Ｂを含む。
【００９２】
　図１３乃至図１５に示されている照明モジュールは、図１乃至図３に示されている照明
モジュールの導光板１１０がない。また、図１３乃至図１５に示されている照明モジュー
ルは、第１及び第２光学板１２１、１２３を有する。
【００９３】
　図１３乃至図１５に示されている照明モジュールの第１光源部１３０ａ、第２光源部１
３０ｂ、第１ケース１５０Ａ及び第２ケース１５０Ｂは、図１乃至図３において上述した
内容により代替する。以下において、第１及び第２光学板１２１、１２３を中心として、
図１３乃至図１５に示されている照明モジュールを説明する。
【００９４】
　第１及び第２光学板１２１、１２３は、第１及び第２光源部１３０ａ、１３０ｂからの
光の一部は反射し、残りは透過させる。
【００９５】
　第１及び第２光学板１２１、１２３は、所定の反射率と透過率を有する板であり得る。
第１及び第２光学板１２１、１２３の反射率と透過率は互いに同一であってもよく、また
、互いに異なっていてもよい。第１及び第２光学板１２１、１２３の反射率と透過率が互
いに同一である場合、第１光学板１２１の下に放出される光の量と、第２光学板１２３の
上に放出される光の量がほぼ同一である。それに対し、第１及び第２光学板１２１、１２
３の反射率と透過率が異なる場合、第１光学板１２１の下に放出される光の量と、第２光
学板１２３の上に放出される光の量は異なる。
【００９６】
　第１及び第２光学板１２１、１２３は、第１及び第２ケース１５０Ａ、１５０Ｂに連結
される。具体的に、第１光学板１２１の一方の側面は、第１ケース１５０Ａの下部ケース
１５０ａ'の延長部１５２ａ'に連結され、他方の側面は第２ケース１５０Ｂの下部ケース
の延長部に連結される。第２光学板１２３の一方の側面は、第１ケース１５０Ａの上部ケ
ース１５０ａ''の延長部１５２ａ''に連結され、他方の側面は第２ケース１５０Ｂの上部
ケースの延長部に連結される。
【００９７】
　第１及び第２光学板１２１、１２３は離隔配置され、互いに向かい合うように配置され
る。
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【００９８】
　第１及び第２光学板１２１、１２３は、ホールを有していてもよい。第１及び第２光源
部１３０ａ、１３０ｂからの光は、前記ホールを通じて外部に放出される。以下、図１６
を参照して具体的に説明する。
【００９９】
　図１６は、図１５に示されている照明モジュールの他の一態様の断面図である。
【０１００】
　図１６に示されているように、第１光学板１２１は複数のホール１２１－ａを有し、第
２光学板１２３は複数のホール１２３－ａを有する。
【０１０１】
　第１及び第２光学板１２１、１２３のホール１２１－ａ、１２３－ａを介して光が通過
し、第１光学板１２１と第２光学板１２３の内面は光を反射させる。
【０１０２】
　第１光学板１２１のホール１２１－ａと第２光学板１２３のホール１２３－ａは同一で
あってもよく、互いに異なる形態又は大きさであってもよい。第１光学板１２１のホール
１２１－ａと第２光学板１２３のホール１２３－ａが同一であれば、第１光学板１２１の
下に放出される光の量と、第２光学板１２３の上に放出される光の量はほぼ同一である。
それに対し、図１６に示されているように、第１光学板１２１のホール１２１－ａと第２
光学板１２３のホール１２３－ａが互いに異なると、第１光学板１２１の下に放出される
光の量と、第２光学板１２３の上に放出される光の量とが異なる。第１光学板１２１のホ
ール１２１－ａと、第２光学板１２３のホール１２３－ａとが互いに異なる場合の第１及
び第２光学板１２１、１２３の一例を、図１７乃至図１８を参照して説明する。
【０１０３】
　図１７は、図１６に示されている第２光学板を上から見た正面図であり、図１８は、図
１６に示されている第１光学板を下から見た正面図である。
【０１０４】
　図１７及び図１８を参照すると、第１光学板１２１のホール１２１－ａは第１光学板１
２１を貫通し、複数で第１光学板１２１に均一に配置される。第２光学板１２３のホール
１２３－ａは第２光学板１２３を貫通し、第２光学板１２３に均一に複数で配置される。
【０１０５】
　第１光学板１２１のホール１２１－ａの大きさは、第２光学板１２３のホール１２３－
ａの大きさよりも小さい。このように、第１光学板１２１のホール１２１－ａの大きさが
第２光学板１２３のホール１２３－ａの大きさと異なると、第１光学板１２１のホール１
２１－ａを通じて放出される光と、第２光学板１２３のホール１２３－ａを通じて放出さ
れる光の量が異なることがある。
【０１０６】
　第１光学板１２１と第２光学板１２３はそれぞれ、複数のホール１２１－ａ、１２３－
ａを有するが、第１光学板１２１のホール１２１－ａと第２光学板１２３のホール１２３
－ａの配列密度は互いに異なっていてもよい。
【０１０７】
　図１７及び図１８において、第１光学板１２１のホール１２１－ａと、第２光学板１２
３のホール１２３－ａが円形に示されているが、これに限定する訳ではなく、楕円、多角
形又はスロット形態のような形状にも具現される。
【０１０８】
　一方、第１光学板１２１のホール１２１－ａと、第２光学板１２３のホール１２３－ａ
が第１及び第２光学板１２１、１２３のいずれか一つにのみ配置される。
【０１０９】
　図１９は、図１５に示されている照明モジュールの配光分布を示す図である。
【０１１０】
　図１９に示されている配光分布は、第１光学板１２１の反射率／透過率が第２光学板１
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【０１１１】
　図１９に示されている配光分布は、第１光学板１２１の反射率が第２光学板１２３の反
射率よりも大きいか、又は第１光学板１２１の透過率が第２光学板１２３の透過率よりも
小さい場合である。
【０１１２】
　図１９を参照すると、図１５に示されている照明モジュールは、上側配光分布と下側配
光分布とが異なることを確認することができる。具体的に、第２光学板１２３を介して放
出される光が、第１光学板１２１を介して放出される光よりも多いことが確認でき、光の
分布がさらに広いことを確認することができる。
【０１１３】
　図１６に示されている照明モジュールも、図１９に示されている配光分布と類似した配
光分布を有することが予想できる。
【０１１４】
　再び、図１３乃至図１５を参照すると、一態様による照明モジュールの第１及び第２光
学板１２１、１２３は、入射される光による励起光を放出することができる。第１及び第
２光学板１２１、１２３は、第１及び第２光源部１３０ａ、１３０ｂから出射された光の
波長と異なる波長を有する励起光を放出することができる。第１及び第２光源部１３０ａ
、１３０ｂからの光と、励起光によって多様な色感を有する光が一態様による照明モジュ
ールにおいて放出される。
【０１１５】
　第１及び第２光学板１２１、１２３は、透明樹脂と前記透明樹脂の内部に含有された蛍
光物質を含んでいてもよい。第１及び第２光学板１２１、１２３のそれぞれに含まれた蛍
光物質は、互いに同一であってもよく、互いに異なってもよい。
【０１１６】
　一方、第１及び第２光学板１２１、１２３の透明樹脂の内部には、硬化剤や添加剤が含
まれていてもよい。硬化剤は透明樹脂を硬化させ、添加剤は蛍光物質を透明樹脂の内部で
均一に分散させる。また、透明樹脂の内部には拡散剤が含まれていてもよい。拡散剤は光
源の屈折を向上させ、蛍光物質の励起率を高める。
【０１１７】
　第１及び第２光学板１２１、１２３は、入射される光を拡散させるための拡散物質を有
していてもよい。第１及び第２光学板１２１、１２３が拡散物質を有すると、第１及び第
２光源部１３０ａ、１３０ｂのスポットを取り除くことができる。ここで、拡散機能は、
第１及び第２光学板１２１、１２３の少なくともいずれか一面又は両面に含まれていても
よい。
【０１１８】
　下の＜表１＞は、図１及び図１３に示されている一態様による照明モジュールの実質的
なスペック（ｓｐｅｃ.）である。
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【表１】

　上記＜表１＞を参照すると、図２及び図１４に示されている照明モジュールにおいて、
上に放出されるルーメン値が、下に放出されるルーメン値よりも小さい。ところが、反対
に上に放出されるルーメン値が、下に放出されるルーメン値よりさらに大きいこともある
。例えば、上に放出される光量と下に放出される光量は４：６～２：８の比率であり得る
。
【０１１９】
　図１及び図１３に示されている照明モジュールの幅（Ｗ（ｍｍ））×高さ（Ｈ（ｍｍ）
）×長さ（Ｌ（ｍｍ））は、８０×１２×５６０又は４５×１２×５６０のいずれか一つ
であり得る。
【０１２０】
　以上において一態様を中心として説明したが、これは単に例示であるだけあって、本発
明を限定するものではなく、本発明の属する分野における通常の知識を有する者であれば
、本実施例の本質的な特性を外れない範囲で、以上に例示されない様々な変形と応用が可
能であることが分かるはずである。例えば、一態様に具体的に示されている各構成要素は
、変形して実施することができるものである。また、このような変形と応用に係る相違点
は、添付の請求の範囲において規定する本発明の範囲に含まれるものと解釈されるべきで
ある。
【符号の説明】
【０１２１】
　１１０　　導光板
　１２０　　光学板
　１２１　　第１光学板
　１２３　　第２光学板
　１３０ａ　第１光学部
　１３０ｂ　第２光学部
　１５０Ａ　第１ケース
　１５０Ｂ　第２ケース
　１７０ａ　第１光励起フィルム
　１７０ｂ　第２光励起フィルム
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